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日 時 平成2年12J.llu (土)

午後3時より

傘 噂 新潟東学医学部第義講堂

l. 一 般 演 題

1)心疾患 におけ る ミオ シ ン軒鎖 の変動

吾北 哨 ･小Ll.1 仙
渡辺 賢-･-一･井上 i日IJJt燕 労災病院内科)

二･ ‥･. iI;･r: ∴ ･了 ･.i

心筋における収縮の最小単位である筋 原線維を構成す

ル抗体が開発されている.我々はこれを用い心疾患にお

ける有用性を検討 した､対象としたL')は 115例 2750検体

でこの･-)t')24症例89検体に粍常高値を認めた.急性心筋

梗塞では全例に異常高値を認札 その最高値は慢性期心

機能(t二相関を示すものと考え三､,Itた.陳旧性心筋梗塞で

は10例中3例.狭心症では28例中2例に異常値を認め,

微小な心筋障害の関与が示唆された.また糖尿病の症例

では7例中2例に異常値を認めるもののホルター心電図,

運動負荷試験にて虚血性心疾患を示唆する有力な所見を

認めず,なお検討を要するものと思われる. ミオシン軽

錦の異常値は心筋梗塞の重症度,梗塞畳に重要な情報を

提供 し∴更に狭心症.陳旧性心筋梗塞の微小心筋障害に

対 して従来の群素の測定より鋭敏である反面,腎棟能障

害の症例でも多く粍常値が検出され今後の検討が必要と

思われた.
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症例 :79才女性.昭和59年7月洞不全症候群の診断に

て某院で DDD 植え込み施行.昭和61年12月心室セン

シング不全のためジJ_ネレ-タ交換 (SiemensAVmode

704),以後当院内科で経過観察中平成 2年 7月心電図上

spikeoll′r認めたため精査 した.

ホルター心電図ではP波の undersenseをこ引 き続 き

R波の後に心室刺激を認める場合と心房性期外収縮のP

波を sense した後に心室同期ペ--シソケが起こり spike

onl､を来たしている場合があった.前者は心房のセン

シング不全で説明できモー ドを単に VVIに変更するこ

とによiH肖失 したが. P波の seIISe後の spikeorュ1､

はプログラムされた心室 上限 レー ト (16())では起こり

うる現象と考えられた.

この D【)D の malfunction に関 して検討を行な一､た

ので若干の文献的考察を加え報告する.

lI. テーマ適H虫 !LL不全 二

1)心不全で失 った大動脈縮窄 複 合の 1例

-剖検 所見との対比-
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佐藤 勇
(新潟大学小児科)

( 同 第二外科)
( 同 第 二病理)

症例は27生【_了 男児.生後2週頃より職鴨が出現する

七 鼻翼 ･陥没呼吸があり,胸部聴診にて心雑音が認め

L､)わた.

心_T-ニトーで VSr).PH と診断 さIl利尿剤,強心剤が

投与 さわたか. 症状は改善 しなか一一,た. その後 MRI

にて大動脈縮窄が認めr)れ 心カナでは既に inorxilrable

今回経験 した症例を提示 し,剖検所見とを比較検討す

る.

2)心 不全を伴 った急性心 筋梗塞例の検 討

鈴木 漁 ･木J.~i一 生成
熊倉 真 (新発m病院内科1

日的 :ボンナ不全を伴I-､た急性心筋梗塞例の臨床的特

徴を検討 した.対象 :対象は.昭和51年から平成元年U)

間に当村に入院 した急性心筋梗塞,のベ 326である.こ

れらの例を入院時の状態より心不全の無い Killipl群

例 (Ⅰ群),心不全例 (KillipII,Ⅲ群 :Il,Ⅲ群),シコ･L,

ク例 (KillipⅣ群 :Ⅳ群)にわけ,梗塞部位,年齢,死

亡率,死亡原田等について検討 した.結果 :心不全は下

壁梗塞例に比 し 前壁,広範前壁梗塞例に出現頻度が高

く,また65才1上土二の例に出現Lやすかった.Ⅳ群の頻度

は.下壁梗塞例と前壁梗塞例の間に差は認めなかったが,

広範前壁梗塞例で高かった.また加齢と伴に頻度が増加

したが,特に75才以上で高かった.死亡率はⅠ群12.91./,

Ⅲ,町群33%,Ⅳ群86%であったが,各群において死亡

原因,死亡までの時間が異なった.加齢と伴に死亡率は

増加したが,特に65才以上のⅣ群で高かった.


